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 に 第六章
 
〈くろがねの扉〉を開く室生犀星
 
例えば、これまでの先行研究では、この詩集によって犀星が「自己の自意識を自意識と意識し、
自己を突き放す境地に立った」
２ことや「対象を自在にとらえる方法を獲得」
３したことが指摘され
ている。 『鐵集』の六章のうちの「硝子戸の中」の詩編に注目した堤玄太は、 「 「硝子戸」とは詩人の自意識を表し」 、 「 「二重 」とは、自意識 存在を自意識でもって感じた」ということを意味し、ここに「自己を相対化する認識」のありようを見出している。また、澤正宏は「僕の遠近法」の詩編から「ブランコに乗ることで人生観と、詩とすべき対象のとらえ方とを大転換させ」 、 「とにかく古いものの見方（映写機、遠近法）は壊された」と指摘している
４。
 
昭和七年九月、椎の木社から刊行された室生犀星『鐵集』は、およそ昭和三年から昭和七年の間書かれた詩編を「煤だらけの山」 「死のツラ」 「僕の遠近法」 「宮殿」 「硝子戸の中」 「変貌」の六章
にまとめた詩集である。また、序言で犀星が「鐵集は僕の最も後に位する詩集ではないかと思ふ。僕は後 また最早詩集 とめる気持をもたない
。何故かこの集で僕の詩の絶えることを希んでゐ
る」と述べているように、昭和初年代の犀星の文学活動を考える上で一つの転機にあたる詩集として見なすこ ができる。この転機を特に翌昭和八年以降から 中して書かれることになる、いわゆる〈市井鬼もの〉と呼ばれる小説群
１によって、犀星が小説家としての地位を確立していくことと
関わらせる らば、 『鐵集』 試みが、それら〈市井鬼〉たちの物語生成の場と ていか 機能していたかを窺うことができるだろう
 
そこで指摘したいのが、 「犀星らしからぬモダンで都会的な情緒に染ま」ったもの
５と見られてき
た『鐵集』中の「僕の遠近法」及び「宮殿」には 同時代のモダニズム的な文学状況 支配下 おいて犀星が試みた、新たな対象把握の方法や、やがて〈市井鬼〉 して描かれることになる女性たちが端的に記されているということである。また、 に収められ 詩編が発表された昭和五年前後に繰り返し用いたモチーフである〈くろがねの扉〉の奥にも〈市井鬼〉たちの起源を垣間見ことができるのだ。
 
本章は、 『鐵集』 及びその前後の時代において獲得した、 対象を捉える新たな方法を提示した上で、
「僕の遠近法」 「宮殿」で対象としたも が〈くろがねの扉〉の奥に見出されるもの 通底していくことを示し、それが昭和六年前後に発表された小説にいかに反 され それが後 〈市井鬼〉たち
だが、これら『鐵集』でなされたとする対象の捉え方の変容に対する指摘には、 『鐵集』の試みと
〈
市井鬼〉たちの物語との結びつきが半ば看過されており、 『鐵集』の試みと〈市井鬼〉たちの物語
距離を措定する上で、 『鐵集』の方法がどのよ な形で〈市井鬼〉 ちの物語以前の小説作品に反映されているの を具体的に検討す 余地が残されている 考えられる だ。
 
     
一
 はじめに――『鐵集』と〈市井鬼〉たちの物語との距離
 
――〈市井鬼〉生成の場としての『鐵集』時代――
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ここで犀星は自らに迫る死の影（ 「死のツラ」 ）を「叩きこは」し、 「死を途中で撒」くことによっ
て死と対峙しようとしている。 言い換えれば、 生きて書くことを自らの使命とし、 それによって 「死んだ仕合せもの」と自己とを対照的に描き分けているのだ。このように『鐵集』は他者や自己自身を通し 相対化した自己を描くことが目論まれた詩集であると言えるが、それだけでなく、相対化する際の他者への関わり方にも注目すべき点が見ら るのである
 
「硝子」という自意識を通して見えてくるのは歪んだ「女の顔」であり、それが自意識によって
なされている限り、 「女の顔」は犀星自身の内面が投影されたものでもあるということだ。 ここに自意識を介して外面的には自己と他者という表象によって相互に距離 取りながら、内面におい は結びついている両者の関係を見ることができよう。同様に、 「僕の遠近法」 では以下のように一層具
『鐵集』所収の詩編を見ると、これまで指摘されてきた自意識によって自己を突き放して捉える
だけでなく、
他者との距離を措定した相対化もなされていることがわかる。 「死のツラ」の章頭の詩
「僕は考へただけでも」において、 「この世は死ねない約束づくめ」であり、 「死んだ仕合せもの」を「卑怯者」と呼ぶ犀星は、以下の詩編において死に対する自己の姿勢を示している。
 
犀星の自意識を表出することを可能 したとさ る「硝子戸の中」に収められた「硝子」には、
犀星の自意識が捉えた 象が以下のように映し出されている。
 
の物語へ
とどのように架橋されていくのかを考察
していきたい。そのことによって昭和初年代の犀
星の文学活動の意味づけも可能となるだろう。
 
   
 
死のツラが見える。
 
 
硝子は風景に深みを見せる。
 
 
僕は途中で、
 
  
  
二
 『鐵集』の構成――「僕の遠近法」 「宮殿」の位置
 
死が何処までも死であるやうに
 
死のツラもボロボロになる。 （ 「ボロボロになる」 ）
 
ボロ になつた巌の皺。
 
硝子の凹みで女の顔が伸びちぢみす
 
 
 
 
 
  
硝子は真理を一層真理的なものに見せる。
 
硝子は暗さを湛へてゐる。
 
僕はやつれはてた を途中で撒いた。 （ 「僕はやつれはてた死を」 ）
 
僕をつけ廻す奴を撒いた。
 
僕は杖でそれを叩きこはす。
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対象をまなざす詩人は自転車に乗った少女の太腿
を「焦げた香ぐはしいパン」そのものとして、
また少女の白いスカートを「昼顔のハナ」そのものとして捉えな直している。ここでは少女の身体という他者の外面が白い昼顔の花や焦げた香ばし
いパンに対する自己の欲望という内面が投影され
ているのである。このような捉え方を可能にするのが「ブランコ」という方法なのだ。
 
ここで犀星は、かつて自身が対象を捉えていた「映写機」を完全に叩き壊している。この「映写
機」とは特に大正中期の初期小説に顕著な直喩表現による表象によって他者の内面に立ち入らずに傍観する（まさに映画的）視点
６だったと考えられる
７。そして犀星は新たに「ブランコ」のように
体的な
かたちで女性表象がなされていく。
 
 
ブランコの上で
 
 
自転車にへばりついてゐる少女の大腿、
 
 
僕はブランコに飛び込む。
 
 
ブランコは快活で、
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
木の葉すれすれになるところまで、
 
昼顔のハナ。
 
機械は粉微塵にこはれてしまふ。
 
白いスカアト。 （ 「パン」 ）
 
僕は地球の裏側まで見てしまふ。 （ 「地球の裏側」 ）
 
僕は地球を幾廻りかする。
 
僕は女にふれるやうに、木の葉に頬を擦り寄せる。
 
僕 運んで呉れ
 
僕 想像力は希薄になり、
 
僕は映写機を叩きこはす、
 
僕は出鱈目になり、
 
僕はレンズを合はさなくともよい。 （ 「僕 遠近法」 ）
 
僕の遠近法に間違ひはないから
 
僕は楽観する。
 
大腿は焦げた香ぐはしいパンの色。
 
めまひを感じながら
 
そこで人生観も遠近法も一変する。
 
支離滅裂な景色を継ぎ合はしてゐる。 （ 「映写機」 ）
 
ブランコに逆さまに下がるのだが、
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 かつての犀星文学は女性の身体を断片的に捉える表象が専らなされていたと言えるが、ここにお
いてそのような断片の積み重ねが映画のモンタージュ手法のように一人の女性の全体像を形成していることに気づかされる。特に注意したいのは、そのような女性像が、さらにその女性像を形成していく社会的背景とともに記されていることである。
 
これは、 「わ らのモダンガール（欧米映画女優論） 」 （ 『新潮』昭和三・二）で犀星が論じた評論
「脂肪の宮殿」をモチーフとしたものである。ここで犀星は「脂肪ある女の肉顔は大概の場合その色は白い。 脂肪それ自身が皮膚に潤沢 与へ、 顔の厚
みと深みを組み立てるに力があるからである」 、
「脂肪はそれ自身の静寂を営むこ より漸く「その人」をつくりあげてゆく」と述べていた。脂肪によって築かれた「宮殿」とは犀星 自意識が捉えた女性の身体そのもので り、さらにそれは「ユキ」としても言い換えら ていく。
 
他者と自
己の間を往還しながら対象を相対化していく方法を獲得したと言える。 それによって、 「地
球の裏側まで見てしまふ」かのように、対象を外面だけでなく内面をも捉えることが可能となったのである。そのような方法は次章「宮殿」も見ることができる。
 
 
白粉の皮、
 
 
脂肪は冷える。
 
 
背中のユキ、
 
 
彼女等はみな戦死した、
 
   
ユキは畳まれ築かれてゐる。 （ 「背中の廊下」 ）
 
ユキの厚み、
 
ユキのウズ、
 
白粉の反逆、
 
白粉の都、
 
白粉の骨、
 
廊下のユキ、
 
大腿のユキ、二ノ腕のユキ、
 
脂肪は宮殿をつくる。 （ 「宮殿」 ）
 
脂肪は凍える。
 
脂肪は凝結する。
 
地球は 顔を半分羞かしさうに匿し、
 
その半分を赧めてゐる。 （ 「地球の羞恥」 ）
 
ジャズの中で
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 このように、 『鐵集』 で犀星が試みた新たな方法
からうかがえるのは、他者と自己の間を往還しな
がら対象を相対化していくことで、自らの立ち位
置を確立し、そこから都会に生きる女性たちを捉
えようとしていく姿勢であるということだ。
 
ところで、このような構成を持った が刊行されるまでの間に、犀星は〈くろがねの扉〉
をモチーフとした詩を数編発表している。そのうち、最初に登場するのが『鐵集』と同じモチーフのもとに出発したとされる
９詩集『鶴』 （昭和三・九、素人社書屋）に収められた「己の中に見ゆ」
（ 『詩歌』昭和三・六）である。
 
ここで、いわゆるかつてのカフェの「女給」たちへの犀星のまなざしを確認してみたい。犀星は
『モダン日本』 （昭和五・一一）に掲載された「モダン日本辞典」で「女給」の項目を立て、以下のように定義している。
 
例えば、同時代には「高級大カツフエの一流女給
さんの中には、全くどこの御令嬢か又は女優さ
んかといつたやうな洗練された女性や、あでやかな装ひの人を見受けます」
８といった表層的な捉
え方によって「女給」を華やかな職業と見なす言説が残されているのに対して、犀星は女性が「職業」と 「女給」を選択した場合の「悲境」にまで目を向けていたと言える。このようなまなざしが〈市井鬼〉たちの物語に典型的な女性表象を生み出していくことになるのである。
 
  
 
奈何なる良家の子女も一度生活的悲境に立つ時には、先づ「女給にでも」ならうといふやうになつたのは、女給が職業方面に適応されてゐるからである。近代文明のむら雀のなかに彼女等が存在してゐ ことは否まれない。彼女等はヂヤ
ズの中に懐妊してジヤズの中で愛し児を生ん
だ。彼女等はダマされまいとしながら何時もダマされ勝だつた。彼女等が悪心深ければ深いだけその深いところで失敗した。
 
 
我はくろがねの扉の前に佇めり、
 
   
三
 〈くろがねの扉〉の向こう側――〈市井鬼〉たちの原型
 
動かざるものを動かさむとはせり、
 
我は飽くことなくその扉を叩けり、
 
我はひねもす其扉を齧れり、
 
ろがねの扉に血のごときも 垂れたり
 
扉の奥に何物のあらんや、
 
或は爪をもつて引掻き穴をあけんとせり
 
何物を得んとするや、
 
彼女
等はみな懐妊した。
 
（ 「ジャズの中」 ）
 
そ 響き 聾するごとし、
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この時犀星はまだその扉の奥にあるのものを理解していない。ただひたすらその扉を叩き破ろう
とする意志だけがこの詩からうかがえる。次に発表された 「詩中の剣」 （ 『詩神』昭和四・二）には、この〈くろがねの扉〉が詩というジャンルに限定されずに開かれるべきものであることが記されている。
 
ここで犀星は詩のみならず「文芸」全般に創作活動を広げて捉えており、そ 上で〈くろがねの
扉〉を蹴破って出て行くことを決意している。 「詩中の剣」は「詩とは何か」という問いかけのリフレインによって構成された長詩であり、最後の連で の正体は何 」 問い け、 「詩中に彷徨する老書生」が「ボロボロの剣」を「杖にして」 「なほ立たんとする」姿に対して、 「これを一概に馬鹿だといへるか、／行き詰つ どうどう廻 を と言ふか」という言葉で結ばれている。小林秀雄が「歌といふ りも寧ろ手記といふに相応しい、全くの苛立たしい心理記録である。殆んどそこには文字さ 疑う声がきこへる」
１０
と指摘している通り、詩作を続ける自らの姿を肯定しつつ
も、そこからは見出すことのできない答えを求めあぐねて るさまがうかがえるのだ。そして、この詩の発表された直後、犀星は『若草』 （昭和四・五）に発表された「くろ ねの扉 で、その向う側にあるものを っきりと見定めることになるのである。
 
 
おれはその扉を肩先で叩き破らうとする、
 
 
おれはその扉の向側に出ようと焦る、
 
 
おれは空想的には天の門を頭に描く、
 
  
我は
恐らく生涯これを叩かんとす、
 
錠前の鳴る音が聴える、
 
肩の骨の砕ける音がする、
 
くろがねの扉を蹴散して出て行く、
 
おれは金銭を恋ふ、
 
叩き破らんとす、
 
淫売婦がホゝズキを鳴らしてゐ 聴える、
 
身をもつて耐へんとはせり。
 
僕は行詰つたといふが
 
しかしおれは肩先で破れない 叩き破る、
 
行詰つた中から滑りぬけ破り出て行く、
 
行詰らない文芸が集つて存在してゐたか、
 
鐵の扉の向うにある金銭、女、精神力を恋する、
 
骨 寒い風が吹き尖つて来る、
 
その扉の向側に出ようとする、
 
その出て行くところは出て行かねばならないからだ
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この詩ではっきりと〈くろがねの扉〉の「向側」にあるものが「金銭、女、精神力」であること
が示されている。 しかもそれはこちら側 （詩） から 「
押し破」 ることで見出されたものなのだから、
犀星は「金銭、女、精神力」を題材として書くべきなのは小説であることを意識し始めたと考えるべきである。
 
しかし、 〈市井鬼〉たちの原動力である「金銭、女、精神力 を題材にしたこの時期の小説が、す
ぐさま〈市井鬼〉たちの物語となるわけではない。例えば、 「くろがねの扉」発表後に書かれた「浮気な文明」 （ 『改造』昭和四・八）
１１
は、 「ヂヤズのブリキ音楽が鳴り煙草が吐き出され」るカフェ
に「彼女」を誘った「彼」が、 「彼女」 ら「女給」が「娼婦とかはらない女」だと指摘され、以下のようにこの「白いエプロン女を説明し」ている。
 
だが、昭和四年一一月号の『近代生活』に発表さ
れた小説「鉤と餌」では、カフェの「女給」が
親しくなった男性客から「肉体」を「餌」に「金銭」
を騙り取ろうとするさまが、 「女給」の言葉を
通して記されていく。
 
ここでは「女給」たちの華やかな表層とともに深層に潜む悲哀が「彼」の口から「説明」されて
いるが、 〈市井鬼〉たちのように「女給」自らが自身について語ろうとしていない。
 
 
「わたくし少しおねがひがございますの。それを此間からお話しようと思つてはつい言ひはくれてゐますの。今月は引越したりなんかしたもので
すからお休みが多くて、お家賃にこまつて
しまひまし わ。お家賃は纏つたお金なものですからもうこんなに月のおしまひになつても、全て的が無いんですもの。 」
 
 
これの肉体はボロボロになる、
 
 
職業と恋愛、孤独の料理人、音楽と男のなかで極端な感傷主義に陥らないやうに、お嬢さんでゐて娘さんの気持で、女学生である上に出戻り
のヒステリイを忘れないところの、白粉とお召
チリメンを着て、書き黒子を施し 下宿には高等女学校三年の修業証書と一緒くたになつた身元証明書、西條八十の詩なんか生ぬるいと言ひながら、朝から晩まで恋のマルビルをうたひ気 滅入つた時は不機嫌に、燥いだ気持 男の首ツ玉に齧り付き、気質、化粧、表現、応酬では不思議なモダニズムで 嘘 もう言はない新鮮な性格 、面白くて可笑しくて自由に見えるが、隙さへあれば東洋風な生活を慕うて足を洗ひたがつてゐる可憐さがある。
 
 
おれは押し破らうとする、金色燦爛たる向側に片足を踏み込む、
 
   
此の扉さへ叩き破ればよいのだ、
 
おれといふ人間が形体を崩してしまふ、
 
おれの肩の骨は砕けて落ちる、
 
おれはドンキホー
テを軽蔑しない、
 
夜昼の境 く鐵 戸を叩くものがある
 
それで鐵の戸を叩 ものがある、
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 「わたくし」は引越先のアパートに「あなた」を
誘い、もし「肉体的に間違ひ」があったとして
も 「それを避けたり求めたりしなくとも、 さういふ気持になつたらそれでいゝぢやございませんか」と誘惑する。ところが、男性客が家に訪れると「わたくし、すこしもさういふ気にはならな んです。わたくし、それだけはおことわりいたしますわ」と態度を翻していく。しかし、ここで注意したいのが、 「鉤と餌」もまた 〈市井鬼〉 ちの物語とは異なり、一人の「女給」の独白のみにて小説が構成され、男性客の言葉が一切描かれて ないというこ だ。このことは、 『鐵集』で試みた相対化する捉え方が過剰になった結果、完全に女性の内面に入り込んでしまい、小説から他者 言葉が排除されてしまったことを物語っていると言えよう。
 
〈くろがねの扉〉をモチーフとした詩の最後で、犀星は「金銭、女、精神力」を「黒焦げになつ
たもの」とし、この時期の小説の試みを「陳腐なもの」 「莫迦々々しいもの」と突き放して捉えることになる。だが、このことは犀星の試みの限界を意味するものではない。むしろここで犀星は、 「金銭、女、精神力」というモチーフをさらに相対化することを自らに課したと見なすべきであろう。『鐵集』刊行後に発表された数編の小説からは、そ
うした犀星の意識をうかがうことができるので
ある。
 
このようないわば模索を続ける犀星は、 〈くろがねの扉〉の奥にある「金銭、女、精神力」を一旦
は否定することになる。 『鐵集』刊行直前の昭和七年八月、 『新日本民謡』に発表された「トビラにはそ ことが以下のように記されている。
 
『鐵集』刊行の翌一〇月、犀星は五編の小説を発表し
た。 「僕らは出かけた」 （ 『大阪朝日新聞』昭
和七・一〇・三〇）は二台の自動車で村々を回り公演する旅芸人の物語であ 。かつて小説家を志した「僕」は女形の役者となり行く先々 土地で女性と関係を結ぶ。
 
   
 
その鐵のトビラは開いたが、
 
  
四
 おわりに――〈市井鬼〉を描くことと自己を描くこと
 
只、黒焦げになつたものが折重なり、それが算へきれない数に達してゐた。
 
僕はそんな陳腐なものは見たくない、
 
僕は直ちに引返した。
 
僕はなかを覗いて見たが、
 
閉め切つて置いた。誰かが又遣つて来るだらう。
 
闇のほかは何も見え かつた
 
そして莫迦々々しいものを見るだらう。
 
そこで その鐵の戸を勿体らしく、
 
気味悪いくらゐ静かだつた。
 
 
 80
このようにな対象を突き放して捉える手法を用いて改めて「金銭、女、精神力」をモチーフとし
て書かれたのが 『犯罪公論』 に昭和七年一〇月から昭和八年一月まで四回にわたって連載された 「色魔ではない」である。第一回連載の「編集後記」には、 「特筆す可きは室生氏の「色魔ではない」を得たことであらう。本編は題の示す通り室生氏のものの中では異作中の異作 、しかも室生氏が敢て世に問ふ傑作力編 」と記されている。第三回「僕の素性とは？」には「あにい うと」 （ 『文芸春秋』 昭和九・七） のもんを想起 せる鏡山つゆ子が登場する。 「僕」 がつゆ子に向けた 「売女め、引つ込んでやがれ」という一言 つゆ子 態度を変えていく。
 
「二人の女の噂」 「齋子とルイ子の話」からなる「ルーヂンはまだ生きている」 （ 『近代日本』昭和
七・一〇）は「鉤と餌 同様に女性の会話のみによって構成されている。だが、章題からわかるように、 ここ は二人の女性の対話によって相対化された一人の男性像が浮かび上がっていく。 「死のツラを見よ」 （ 『日本国民』一九三二・一〇）も物語の大半が複数の人物の対話によ 構成されている。このような方法が あにいもうと」へ 受け継がれていくことはかつ 指摘し ことがあるが
１２
、それらが『鐵集』刊行前後に頻出していることは注目すべきであろう。
 
ここで「僕」は自身を「さがす」者、女性を「さ
がされる」者として差異化して語っている。し
かも、まだ「文学くさいところ」がある「僕」は、 「明治末期の新派の俳優の持つてゐた徹底的な突き放し」を求め、 「ものあはれや、もの悲しさや、ほのぼのとした感情や、つまされたり惹きつけられたりするやうな気持をまづ犬や鬼 蛭に吸は てしまふ」 ことで、 「文学的な乳臭をはやく洗つてしまひたい」 考えているのである。 このような対象の突き放しは「女の間」 （ 『文芸春秋』昭和七・一〇） も見るこ ができる。 女の間」は寄宿生活を送る女学生の登代子が夏期休暇のため学費を支払う「おぢさん のもとに帰省する前日から書き出される。そこで友人 國子から「おぢさん」職業を尋ねられ、 よく知ら んだけれど、なんでも料理屋のやうよ」 「顔のうへが赤くなつたやうな気」になって答え 。叔父が北陸の海港
で営む「料理屋」は複数の女性を配しており、登
代子はその中 一人 あい子が客と寝 ところを目撃する。秋口になり寄宿舎に戻った登代子は國子に いろいろな女の暮しを見て来たのよ、國さんなどの想像もできない女だちのことな 」と語りかけると、國子から「淫売婦 ？」と問われる。こ で登代子 自ら 生活 基盤を支えている彼女らを「淫売婦」と う言葉によっ 突き放して質され ことに 。かつて犀星が同じ舞台を描いた「美しき氷河 （ 『中央公論』大正九・四）において、語り手「私」が対象を傍観すのみにとどまっていた と比べ、登代子の内面は
國子の言葉によってからはからずも相対化され
ることで物語が閉じられているのだ。
 
 
「わたくしが買女であらうとなからうと大きなお世話ですわ。そして貴方が類ひ稀れな色事師であるくせに、何時も醒い口を拭き取つて図々しく澄し返つて、用がなくなると対手にならな
 
旅先
で僕の最初に気を惹くものは景色や風俗なんぞのやうな詰らないものでなく、女だつた。
女一人をひツ捕へれば山紫水明のことも、風俗習
慣のことも自らわかり、わかるところに生え
ぬきの違つた美しさもわかるのであつた。それだから僕は第一に女をさがす、さがすから自然女もさがされるのであつた。
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い恥知らずで冷酷漢だ。そのうへ若しかしたら女
から体裁よく絞れたら絞り取らうといふ穢い
気持を持つてゐらつしやる位のことは、誰だつて皆知つてゐることですわ。それだから貴方は人の持物であつてもお関ひなしにつまみ食ひなすつてゐらつしやるし、……」
 
  「僕」が女性に近づいて金銭を巻き上げる詐欺師であることを暴露するつゆ子の言葉を受けて、
「僕」はつゆ子がかつてカフェの「女給」であり、つゆ子もまた「僕」から金銭を巻き上げていたことを明らかにする。
 
  
 「僕は僕の好みから言つて貴方のやうな汚ならしい、 ひと口にいへば下司な女が嫌ひなんです。その上、あなたがまだカフエにゐらつした時分に
たつた一度会つた僕に、すぐ物質的方面のこ
とまで打明けて僕から幾らかせしめた挙句、此頃まで永い間僕を追ひ廻 てゐらつしても只の一度だつてあなたに降参したことすらなか た程あなたが大嫌ひだつたのです。 （後略） 」
 
 
このような応酬がやがて「女の図」や「龍宮の掏児」といった都市下層社会に生きる〈市井鬼〉
たちの物語を特徴づけていくようになることを考えれば、 「色魔ではない」において犀星は「金銭」を求め生きていく「女」の底知れない「精神力」の有りようをひとまず 書きえたことになると言ってよいだろう。
 
以上のように、 〈くろがねの扉〉の奥に位置する「金銭」 「女」 「精神力」を中心に『鐵集』刊行前
後の犀星の文学活動を見ると、そこには〈市井鬼〉たちの原型となるような抑圧される立場 立たされる女性たちが登場しはじめるだけでなく、それらを描く方法として、作中人物が抑圧されていきた者に対してなされる饒舌な語りなどが選択さ て ることを窺うことができる。 しかし、 〈市井鬼〉たちの物語が生成されていくにしたがって、 『鐵集』において獲得した自己 相対化する自意識が次第に小説中から遠ざかっていくように り、 〈市井鬼〉たちの物語では、登場人物となる女性たちに同化する自己の姿が顕著となっていくのだ。
 
だが、ここに『鐵集』時代の犀星の試みの限界を
見るのではなく、犀星が『鐵集』時代に書き続
けてきたもう一つの物語 注目すべきであろう。昭和五年五月に新潮社より刊行された『生ひ立ちの記』 としてまとめられる一連の自伝小説を書 上で犀星は 「自分自身 対し厳格 あると同時に、読者には小説として興味が無いかも知れ い 、自分 猛烈に最一度自分の本当 書き残すつもである」
１３
と語っている。 そして犀星は 『生ひ立ちの記』 を挟むかたちで成立した長編自伝小説 「弄
獅子」冒頭 おいて、物語内に自分の子供たちと う読者を想定
１４
、自己を相対化することを試
みているのである。 〈市井鬼〉たちの物語と並行する
かたちで犀星は自伝小説を書き、 『鐵集』時代
に獲得した方法を自伝小説と〈市井 という二つの系統 発展させ い のである。そして、 『鐵集』時代に始まる犀星の試みはこの「弄獅子」 〈市井鬼集〉を収めた書物 弄獅子』（一九三六・六、有光社） おいて結実していく。しかも、こ 書物が小説における自意識を問題化した純粋小説論議の中で刊行された「純粋小説全集」 名を冠し いる
１５
ことを鑑みれば、 『鐵
集』時代の犀星の志向は〈市井鬼〉たちの物語生成の場と て機能して ただけで く、同時代文学状況を見据えたものであったと意味づけ こともでき にちがいな 。
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１ 例えば昭和八年には「小鳥達」 （ 『文芸春秋』五月号） 、 「貴族」 （ 『経済往来』六月号） 、 「哀猿記」（ 『改造』八月号）が発表されている。
 
２ 堤玄太「 『鉄集』小考――室生犀星における詩と小説の解明のために」 （野山嘉正編『詩う作家たち
 
詩と小説のあいだ』平成九・四、至文堂）
 
３ 澤正宏「 『鶴』 鳥雀集』 『鉄集』 『十九春集』 」 （ 『論集
 
室生犀星の世界（上） 』 （平成一二・九）
 
４ 澤、前掲論（注３と同じ）
 
５ 三浦仁『室生犀星――詩業と鑑賞――』 （平成一七・四、おうふう）
 
６ このことに関しては第四章を参照されたい。
 
７ このような視点は既に昭和三年に発表された小説 幾代の場合」においてある程度は払拭されていたものである（第五章参照） 。
 
８ 浪花静江「関西女性風景」 （ 資生堂グラフ』昭和四・五）
 
９ 『鶴』の「自序」には「自分は本詩集に「鐵」といふ命題を付ける筈であつたが、 「山河抄」其他の弱々し 韻律 ある詩作が其題意を味帯しないので、遂に割愛して「鶴」と命題した」とある。
 
１０
 小林秀雄「文芸時評」 （ 『改造』昭和六・四）
 
１１
 千葉宣一によれば「浮気な文明」は同時代のモダニズム文学の代表作と見なされ、昭和五年五月に第一書房から 「文学」叢書』として刊行される予定であった（ 「伊藤整とモダーニズム文学」（ 『伊藤整研究』 、昭和四八・八、三弥井書店） ） 。
 
１２
 注８と同じ
 
１３
 室生犀星「紙碑」 （ 『文芸春秋』昭和三・六）
 
１４
 堤玄太も前掲論（注２と同じ）で「自らの人生を突き放してみる視点をもつ語り手を設定した」と指摘している。
 
１５
 このことに関しては本論第十章を参照されたい。
 
